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「佐大附特システム」の改善 
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11  本本校校ののカカリリキキュュララムム・・ママネネジジメメンントトにに関関すするる課課題題のの整整理理    

令和元年11月15日，16日に開催した第15期研究の研究発表会（兼：第32回日本教育大

学協会全国特別支援教育研究部門合同研究集会佐賀大会）では前期研究の概要を提案し

た。その協議の中で，カリキュラム・マネジメントの教育計画における各段階での課題

が整理されていないという指摘があった。指摘どおり，前期研究では，本校のカリキュ

ラム・マネジメントの大枠を整えることを中心に取り組んできたため，各段階での課題

整理までは行うことができていなかった。 

また，本取組は，将来的に，研究活動から通常業務としての運用に移行することを想

定しているが，「働き方改革」における教師の業務精選との兼ね合いから事務処理の質

量を調整するなど，システムを円滑に運用するための課題があることが一年次の取組を

通して明らかになった。 

カリキュラム・マネジメントにおける教師の意識調査を行ったところ，「佐大附特シ

ステム」とカリキュラム・マネジメントに係る各計画の課題として以下のような意見が

出た〔表－1〕。 

 

 

 

年間指導計画

の作成と評価

について 

・エクセルのテキスト挿入での入力に手間がかかる。 

・活動内容と指導内容の違いが分かりにくく表記が難しい。 

・日常生活の指導は，期間的な単元ではないので，年間指導計画

に単元として表しにくい。同様に小学部の国語・算数も半期で

目標を設定する個別指導なので，学年単位の年間指導に記入し

にくい。 

・新入生や転入生など，実態に関する少ない情報の中で，単元を

考えて年間で配置することが難しい。 

単元計画の作

成と評価につ

いて 

・「単元の個人目標」を重複して記入しなくていいように様式を

改善する必要がある。 

・年間指導計画にも活動内容と指導内容の表記が混同するなど，

活動内容と指導内容の表記の仕方が分かりにくい。 

・1つの単元で育成を目指す資質・能力の3つの柱をバランスよく

達成させることが難しい。児童生徒により異なるのではない

か。 

・学習指導要領の改訂に伴う学習評価の改善で提言された評価の

3観点を本校ではどのように考え，どう設定するかの検討を深

めなければならない。 

〔表－1 「佐大附特システム」とカリキュラム・マネジメントに係る各計画 

についての課題〕 

－ 16－
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指導案や指導

略案について 

・指導案では，「育成を目指す資質・能力の 3 つの柱」の記入項目

があるが，単元全体で 3 つの柱をバランスよく育成することと矛

盾した様式になっているのではないか。 

・特に学部一斉の授業については，毎日の授業計画において個人

目標を設定するのが大変である。 

・主体的，対話的で深い学びを実現する視点で授業改善するため

の記入項目があるが，具体的にどのようなことを挙げていくの

か分かりにくい。 

各計画の活用

について 

・年間指導計画は他の計画と比較すると目にする機会が少なく，

活用している実感がない。 

・年間指導計画や単元計画は教師間で情報共有するために，目に

する機会を増やすとともに，探し回らなくても，必要な情報が

手に入りやすくする必要がある。 

・年間指導計画の評価と教育課程の改善とのつながりが分かりに

くい。教育課程の改善に年間指導計画が生かされていることを

分かりやすく示すように改善したい。 

・作成に時間を掛けるのではなく，作成したものを使って情報共

有したり，指導・支援を工夫したりすることが重要である。 

・年間指導計画に縛られると，児童生徒の変容を見ながらの自由

な単元設定ができなくなるのではないか。 

カリキュラ 

ム・マネジメ

ント構造図に

ついて 

・構造図が本校のカリキュラム・マネジメントを表現するに妥当な

ものであるかについて，再検討していかなければならない。 

カリキュラ 

ム・マネジメ

ントフロー図

について 

・構造図とフロー図の役割を明確にし，より見やすいものに改善

する必要がある。 

・実際の取組を表すものになっているか見直す必要がある。 

その他 ・教科別の指導は，目標設定等を行いやすいが，各教科等を合わ

せた指導の単元設定や指導内容の選定，個人目標の設定が難し

い。 

・個別の指導計画の目標設定や，各教科等を合わせた指導の目標

設定を教科別に行っているのだから，「教科の見方・考え方」

「教科の特質」について研修をしていかなければならない。 

 

－ 17－
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こうした教師の意見を総合すると，課題を以下のように整理できる。 

① カリキュラム・マネジメントに係る各計画の役割や意義を明確にし，記入しやす

い様式の改善が必要 

② 作成した各計画について教師間で活用しやすいシステムの構築が必要 

③ カリキュラム・マネジメント構造図やフロー図の見直しが必要 

④ 適切な指導内容の選定や目標設定がしやすいツールが必要 

⑤ 育成を目指す資質・能力の 3 つの柱や評価の観点、主体的・対話的で深い学びの

視点での授業改善についてのより深い理解が不可欠 

 

このように整理した課題を踏まえ，今期研究ではカリキュラム・マネジメントに係

る各計画について，以下の 3 つの取組を行うこととした。 

① カリキュラム・マネジメントに係る各計画の様式を見直し改善すること 

② 各計画の関係性を整理し，様式中の項目やその書き方についても説明を入れなが

ら，教師間の共通理解を図ること 

③ 計画を作成するだけに終わらず，教師間の授業に関する会議等で使うなどの使い

方を工夫していくこと 

 

 

22  カカリリキキュュララムム・・ママネネジジメメンントトにに係係るる各各計計画画のの見見直直しし  

まず，「カリキュラム・マネジメントに係る各計画の様式を見直し改善すること」に

ついて，指導計画，単元計画，指導略案，指導案の様式の改善に取り組んだ。 

方法としては，小学部，中学部，高等部を縦割りにしたグループごとに協議を行い，

これまでの様式の改善すべき点を改めて洗い出した後〔図－7〕，様式案を作成するよう

にした〔図－8，図－9〕。次に，各グループで出された様式案を全教師が目にする場所に

掲示し，全教師からのコメントを付箋で書き込むようにした〔図－10〕。そのコメントの

入った様式案をベースに，研究部会や研究推進委員会等で各計画の様式案を検討し，改

善案を決定するという手順で取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 〔図－7 現様式の問題点の洗い出し〕 〔図－8 様式案の作成①〕 

－ 18－
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各計画の関係性や，その計画を作成する意義等も今一度確認しながら検討を進め，検

討の結果として，各計画の新様式とその記入の仕方について，「カリキュラム・マネジメ

ントに係る各計画の様式と作成マニュアル」としてまとめ，配布した。 

((11))  各各計計画画のの関関係係性性のの整整理理ににつついいてて  

「カリキュラム・マネジメントに係る各計画の様式と作成マニュアル」には，各計画

がカリキュラム・マネジメント構造図ではどの部分にあたるのかをまず示した。次

に，カリキュラム・マネジメントに係る各計画の概要とねらい及び記入項目〔表－2〕

について示し，カリキュラム・マネジメントフロー図も，これらの計画作成に係る部

分を中心的に抜き出してマニュアルに記載した。 

なお，年間指導計画の項目中の日常生活の指導については，これまでも単元ごとの

計画という形式にそぐわず，日常生活の指導の目標設定や評価や指導のための計画立

案ができていなかったという課題があがっていたため，今期研究では別様式で児童生

徒一人ひとりに半期の計画を作成することとした。半期という長期的な計画であるこ

とから，年間指導計画から「日常生活の指導」の項目は外し，日常生活の指導の計画

が，年間指導計画（全指導形態のうちの日常生活の指導について）の役割も果たすこ

ととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔図－9 様式案の作成②〕 〔図－10 様式案の貼り出しとコメント記入〕 

－ 19－
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 □概要 ■ねらい 項目 

ア 

年
間
指
導
計
画 

□ その学年に所属する児童生徒が「各教科等のどの内

容について，いつ，どの授業のどの単元で学ぶのか」

を，1 年間を見通して計画を立て，評価を行う。 

■ 児童生徒のどのような資質・能力を育成するのか，

またそのためにどのように単元を計画するのか，教師

が 1 年間のスパンで見通しがもてるようになる。 

■ 教科名と指導内容を端的に挙げることにより，教育

課程に基づく教育活動がどのように実施されているか

見取ることができる。 

学部学年・時期・指導

形態・教科（指導の時

間）・単元の時数・各

教科等の指導内容 

 

イ 

日
常
生
活
の
指
導
の
計
画 

□ 日常生活の指導については，年間指導計画に替え

て，児童生徒一人ひとりに半期ずつの計画を作成す

る。 

■ これまで明文化されていなかった児童生徒一人ひと

りへの指導における教師の意図を明確にすることがで

き，目標達成に向けた手立てを教師間で共有すること

ができる。 

■ 個別の指導計画では網羅できなかった基本的生活習

慣等に係る実態の引継ぎ資料等として活用できる。 

学部学年・期間・日常

生活の指導でせまりた

い個別の指導計画の半

期目標・指導場面・目

標・手立て・指導に充

てる時間（分／日） 

ウ 
 

単
元
計
画 

□ 児童生徒のどのような資質・能力を育成するのかに

ついて明確にした単元の目標や学習活動の計画，及び

単元の個人目標の設定，その評価を行う。 

■ 年間指導計画にあげた指導内容について学部段階を

記入し，具体的な習得の目安を設定することで，活動内

容や手立てを設けることができる。 

■ 個別の指導計画の目標と連動させての目標設定や評

価を行うことができる。 

単元の期間・活動場

所・対象児童生徒・指

導者・単元の目標・単

元の時数・単元の計画

（日時・学習内容・各

教科等の指導内容）・

単元の個人目標・個人

目標の評価（評価の観

点に沿って）と今後に

向けて・単元について

の気付き等 

〔表－2 カリキュラム・マネジメントに係る各計画の概要と記入項目〕 

－ 20－



学部学年 氏名

小学部◯年 ◯◯　◯◯

指導場面 目標 手立て 分／日

朝の支度・
帰りの支度

・一人でランドセルから学習用具を出
し，決まった場所に置くことができる。
（生）
・一人で学習用具をランドセルに入れて
から，机の横にかけることができる。
（生）
・放課後等デイサービスのバッグを机の
横にかけることができる。（生）

・棚にイラストを貼る。
・落とし式のスケジュールを使
う。
・フックを見るように言葉かけす
る。

着替え

・上着やズボンをたたんでバッグに入れ
ることができる。（生）
・上靴のかかとを自分で入れることがで
きる。（生）

・教師がモデルを示したり，言葉
をかけたりする。
・かかとに注意がむくように，教
師が指さしたり動作を見せたりす
る。

係活動

・カレンダーを見て教室黒板の日付カー
ド替えをすることができる。（算）
・振り返りボードのシールの準備で，台
紙とシールの色を合わせて貼ることがで
きる。（算）
・スケジュールを見て係の仕事に取り組
むことができる。（自）

・2択から選んで貼るようにカード
を並べておく。

・シールの大きさに合わせた台紙
を準備する。

・落とし式のスケジュールのカー
ドに仕事内容の分かる写真を入れ
る。

朝の会・帰
りの会

・前に出て進行カードをめくって進行を
行うことができる。（生）

・進行の言葉をはっきり言うことができ
る。（国）

・本人の視界に入る位置で，教師
が言葉のタイミングや姿勢などの
モデリングを行う。
・発音が不明瞭なときは，教師が
口形を見せながらゆっくり話して
モデルを示す。

・友達と廊下の掃除をすることができる。（生）
・係活動で，教室黒板の日付カード替えや振り返りボードのシールの準備をすることができる。
（生）

期間

R3年4月～R3年10月

日常生活の指導の中でせまりたい「個別の指導計画」の半期目標

 

21 
 

エ 

指
導
略
案 

□ その単元の授業にあたる教師全員が，単元目標や，

単元の個人目標を共有できていることを前提として，

T1 がその日の授業のねらいや，展開（授業の流れ）を

設定し，授業終わりには「主体的・対話的で深い学び」

の授業改善の視点で，授業の振り返りを行う。 

□ 作成については，学習グループや単元計画の実情に

応じて頻度等を工夫するようにする。 

■ 教師間の共通理解を図り，連携を強化しながら，授

業改善のツールとして活用することができる。 

日時・活動場所・対象

児童生徒・指導者・

本時の目標・展開

（時間，学習活動，

指導・支援）・授業改

善について（主体

的・対話的で深い学

びの授業改善の視点

に沿って） 

 
 

((22))  カカリリキキュュララムム・・ママネネジジメメンントトにに係係るる各各計計画画のの様様式式やや記記入入方方法法ににつついいてて  

アア  年年間間指指導導計計画画〔表－3〕  

年間指導計画は，前期研究の様式から大幅な変更はないものの，2点について変更

を行った。1点目は，作成方法として，エクセルのテキスト挿入からセル入力に変更

した点，2点目は，「活動内容」について，年間指導計画と単元計画で記載が重複して

いたが，単元計画に一本化し年間指導計画には記入しないようにした点である。この

ことにより，処理や見やすさに改善が図られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かかり
２

学部集会
１

児童生徒会　２

学級活動 学校行事

ふりかえり
をしよう３

てがみを
かこう　４

・役割【生】
・日課予定
【生】
・学級活動
【特】

・人との関わ
り【生】
・きまり【生】
・てがみを書
く【国語】
・平仮名（な
ぞり，書き）
【国語】

おはなしをきこうⅡ
９

・鑑賞【音】
・聞くこと話すこと【国】
・簡単な絵本、昔話【国】
・読むこと（平仮名の読み）
【国】

すごろくをしよう　10

・遊び【生】
・数量の基礎【算】
・数唱【算】
・数と計算【算】

そうじのはなし　１

・学級活動

交通安全教室　１

うえよう　　８

・役割【生】
・生命・自然【生】
・書くこと（平仮名なぞり
書き）【国】

おはなしをきこうⅠ
８

・鑑賞【音】
・聞くこと話すこと【国】
・簡単な絵本、昔話【国】
・読むこと（平仮名の読み）
【国】

なつまつりをしよう　９

・遊び【生】
・役割【生】
・金銭の扱い【生】
・表現【図】
・聞くこと話すこと【国】

音楽

うたおう　ならそう　Ⅰ　　　　10

・音楽遊び
・歌唱
・器楽
・身体表現
・鑑賞

うたおう　ならそう　Ⅱ　　　　　　　８

・音楽遊び
・歌唱
・器楽
・身体表現
・鑑賞

特別活動

図画工作

体育
・保健

避難訓練　３

・火災・地震
・不審者
・安全について

生
活
単
元
学
習

新しいクラス　　14

・役割　【生】
・日課・予定【生】
・表現（描く）【図】
・書くこと（平仮名、自分の名前　なぞり書き）【国】

本庄小にプレゼントをしよう　８

・役割【生】
・生命・自然【生】
・書くこと（平仮名なぞり　書き）【国】
・表現（描く）【図画工作】

・安全教育

クラブ活動　４

・クラブ活動

サーキット　　６

春のかざりをつくろう　　５

・まるめる
・貼る
・鑑賞

いろいろな素材を味わおう　　８

・描く、切る、ぬる、はる
・素材のちがい
・感触

えをかこう　　１０

・描く
・鑑賞

自分のからだ　　３ ボール遊び　　　６

・運動あそび
・体作り運動
・器具を使っての遊び
・器具を使っての運動

・ボールを使った運動
・ボールを使った運動やゲーム

・児童生徒会選挙
・総会

6 7 9

ともだちのなまえ　４　　個別学習　30　（４月～９月） 個別学習

4

国語

算数

5

個別学習

・話しかけへの応答
・平仮名の読み、なぞり、書き
・自分の名前の漢字

たまをかぞえよう　４

・具体物
･数えることの基礎
・数唱と数詞
・０の意味

個別学習　30　（4月～９月）

Aさん
・数詞と数唱（10まで）
・形の名前

Bさん
・具体物のマッチング
・大きい小さいの分別

Cさん
・数の大小
・一位数と一位数の加法

Aさん
・自分の名前の漢字の
書き・平仮名を読む

Bさん
・絵本読み聞かせ
・言葉のやりとり遊び

Cさん
文章の読み取り
漢字の書き取り

〔表－3 年間指導計画 記入例〕 

年 Ｒ３年度 前期 年間指導計画

・体つくり
・決まり

4位数までの数　　１3

9

「質問に答えよう」　　　　12 「ポスターを作ろう」　　　　13 「電話で話そう」　　　10

・適切な話し方、伝え方
・内容の大体を考えること

・伝えたい事柄を考えること
・文章の簡単な構成を考えること
・助詞、語句の使い方

・電話での言葉遣い
・話の聞き取り、応答

自己紹介をしよう　１０

・相手や目的を意識して，自分のことを話す。
・伝える順序や語順を考える。
・友達について知り，主体的な学ぶ態度の土台を培う。

いろいろな話を読もう　２０

ア　修飾･被修飾，指示語の役割などについて理解する。考えとその理由について捉える。
イ　　語や語句の意味を基に時間的な順序や事柄の順序など内容の大体を捉える。文章を読んで分かったことを伝えたり，感想をもったりする。
ウ　事実を捉えながらも，情景や心情がどうなのかを想像しようとする態度を養う。

7

数と計算　１５

・お金の計算（両替，おつり，電卓）

お金のべんきょう１０ 図形　　１０

中学部

4

話そう・伝えようⅠ　　６ 書こうⅠ　「自分新聞をつくろう」　１5

・ひとまとまりの語や文として読むこと。
・正しい発声、音量、明瞭な発音で相手に伝わるように読む。

分数と少数の計算しよう　　　１１

・10分の１の位までの少数の表し方　　　　　・異分母の分数の加法・減法
・少数とその計算　　　　　　　　　　　　　　　 　・分数の特徴
・少数の乗法と除法

・4位数までの大小や順序　　　　　　　　　　　・4位数までの加法と減法
・10倍・百倍・10分の１について　　　　　　　　・2位数同士の乗法・除法
・概数

・平面図形（三角形・四角形・多角形・円）
・角の大きさ
・平面図形の面積（正方形・長方形・三角形・
平行四辺形）

形を分けよう合わせよう　１1

・自己紹介をする。
・相手の質問を聞き、答える。
・相手の話に関心を持つ。

・書きたい内容を書くために必要な材料を集めて書く。
・文字の大きさや形に注意しながら書く。

音楽

5

国語

Ａ

Ｂ

Ｃ

数学

Ａ

Ｂ

Ｃ

世界の楽器や音楽　14（曲により時数は違う）

6

物語を音読しよう　　　14

・リズム

・発声
・音程
・姿勢

・二等辺三角形，正三角形の特徴と作図
・円の中心と半径，直径

数を数えよう（数と計算）　１０

美術

体育

オリエンテーション　2回　４ 運動会　16 器械体操(雨天時)　８　　　　　水泳(晴天時)　12 球技(ゴルフ型・個人種目)　12

・短距離
・長距離
・リレー
・運動会種目を含む

・グランドゴルフ

・絵や文字の配置・構成
・画材の選択・使い方
・作品や造形品のよさ，おもしろさ
・制作過程

共同製作（学習発表会）　８

・図形のマッチング
・形の名称
・形の合成分解
・直線

伸びやかに歌おう　４

足すかな引くかな（数と計算）　１３ 形を分けて（図形）　１０

・音符（四分音符，八分音符，四分休符，八分休符）
・リズム譜読み　・リズム読み
・世界の楽器（音色，形状，奏法，楽器の歴史）
・曲想

・２桁・３桁の筆算の復習 ・四則計算の簡単な文章題（数字やキーワードに線を引く）

・１対１対応
・５までの数
・１０のまとまり

・１対１対応　　　　　・５までの数
・一桁の足し算、二桁の足し算
・一桁の引き算、十◯－一桁の引き算
・計算の意味

・題材の発想や構想
・鉛筆を使った描き方

デザイン　１０

〇表現の仕方
・形を連ねて　　　・貼り絵
・平面構成　　　　・マーブリング 　・スパッタリン
グ

・題材の発想や構想
・様々な画材
・画材の使い方

スケッチしよう（デッサン）　2

年間を通じての導入「美文字への道…点画や文字の形＝音符と意符のバランスに注意しながら書くこと」と，「ことばについてのクイズ…理解・表現に必要な語彙を増やすこと」を行うこと

年間通じて行う内容・・・導入【漢字・ひらがなを書こう】個々の状況に応じた課題を準備。 授業の終盤で【好きな本を読もう（読書タイム）】を設定する。

【ことばさがし】語句の読み方、書き方 【今日のおはなし】内容の大体を聞き取る。 （年間を通して行う） 35
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学部学年 氏名

小学部◯年 ◯◯　◯◯

指導場面 目標 手立て 分／日

朝の支度・
帰りの支度

・一人でランドセルから学習用具を出
し，決まった場所に置くことができる。
（生）
・一人で学習用具をランドセルに入れて
から，机の横にかけることができる。
（生）
・放課後等デイサービスのバッグを机の
横にかけることができる。（生）

・棚にイラストを貼る。
・落とし式のスケジュールを使
う。
・フックを見るように言葉かけす
る。

着替え

・上着やズボンをたたんでバッグに入れ
ることができる。（生）
・上靴のかかとを自分で入れることがで
きる。（生）

・教師がモデルを示したり，言葉
をかけたりする。
・かかとに注意がむくように，教
師が指さしたり動作を見せたりす
る。

係活動

・カレンダーを見て教室黒板の日付カー
ド替えをすることができる。（算）
・振り返りボードのシールの準備で，台
紙とシールの色を合わせて貼ることがで
きる。（算）
・スケジュールを見て係の仕事に取り組
むことができる。（自）

・2択から選んで貼るようにカード
を並べておく。

・シールの大きさに合わせた台紙
を準備する。

・落とし式のスケジュールのカー
ドに仕事内容の分かる写真を入れ
る。

朝の会・帰
りの会

・前に出て進行カードをめくって進行を
行うことができる。（生）

・進行の言葉をはっきり言うことができ
る。（国）

・本人の視界に入る位置で，教師
が言葉のタイミングや姿勢などの
モデリングを行う。
・発音が不明瞭なときは，教師が
口形を見せながらゆっくり話して
モデルを示す。

・友達と廊下の掃除をすることができる。（生）
・係活動で，教室黒板の日付カード替えや振り返りボードのシールの準備をすることができる。
（生）

期間

R3年4月～R3年10月

日常生活の指導の中でせまりたい「個別の指導計画」の半期目標
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イイ  日日常常生生活活のの指指導導のの計計画画〔表－4〕  

今期研究では新たに「日常生活の指導の計画」を設けた。まず，個別の指導計画

の目標が実際の指導の中で達成されるようにすることを主軸とし，日常生活の指導

の中でせまりたい「個別の指導計画」の半期目標の項目を設定した。日常生活の指

導は学校生活全般で指導が行われると捉えて指導場面を設けた。指導場面は学部別

に設定するようにし，その指導場面ごとの一人ひとりの各教科等の目標を記入する

ようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部学年 氏名

小学部　年 〇〇　〇〇

指導場面 目標 手立て 分／日

朝の支度・
帰りの支度

・一人でランドセルから学習用具を決
まった場所に置くことができる。
（生）
・一人で学習用具をランドセルに入れ
てから、机の横にかけることができ
る。（生）
・デイ用のバッグや体操服入れを机の
横にかけることができる。（生）

・棚にイラストを貼る。
・落とし式スケジュールを使
う。
・フックを見るように言葉かけ
する。 10

着替え

・上着やズボンをたたんでバッグに入
れることができる。（生）
・上靴にかかとを自分で入れることが
できる。（生）

・教師がモデルを示したり、声
をかけたりする。
・かかとに注意がむくように、
教師が指さしたり動作を見せた
りする。

20

係活動

・カレンダーを見て教室黒板の日付
カード替えをすることができる。
（数）
・振り返りボードのシールの準備で、
台紙とシールの色を合わせて貼ること
ができる。（数）
・スケジュールを見て係の仕事に取り
組むことができる。（自）

・２択から選んで貼るように
カードを並べておく。

・シールの大きさに合わせた台
紙を準備する。

・落とし式スケジュールのカー
ドに仕事内容が分かる写真を入
れる。

15

朝の会・帰
りの会

・前に出て進行カードをめくって進行
を行うことができる。（生）

・進行の言葉をはっきりと言うことが
できる。（国）

・本人の視界に入る位置で、教
師が言葉のタイミングや姿勢な
どのモデリングを行う。
・発音が不明瞭なときは、教師
が口形を見せながらゆっくり話
してモデルを示す。

20

・友達と廊下の掃除をすることができる。(生）
・係活動で，教室黒板の日付カード替えや振り返りボードのシールの準備をすることができ
る。（生）

期間

R2年10月～R3年3月

日常生活の指導の中でせまりたい「個別の指導計画」の半期目標

〔表－4 日常生活の指導の計画 記入例〕 
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日常生活の指導についてには，これまでも各教師が意図的・計画的に指導してき

た形態ではあるものの，今期研究において，計画として整理し，年々引き継いでいく

ことができるように可視化を図った。このことにより，児童生徒一人ひとりの長期

的なスパンでの系統的な学びと育ちを意識しながら日々指導をしていかなければな

らないことを，改めて確認することができた。 

今後，一層の充実を図るためには，日常生活の指導における各教科等の指導内容

（教育課程上の位置付け）の整理が不可欠となる。また，この表を活用して，主に身

辺自立に関する項目について，小学部・中学部・高等部のつながりを意識した指導の

在り方などを検討していきたい。 

 

ウウ  単単元元計計画画〔図－11〕  

年間指導計画と日々の実践をつなぐ単元計画について，児童生徒の実態等から指導

内容を選定し，指導内容を扱う授業のまとまりを，あるテーマに基づいて単元化して

年間指導計画に起こすところから学習の計画は始まる。そこで計画された単元を適切

に設定・実施するという点では，単元計画における個人目標の設定と評価は特に重視

しなければならない。 

目標設定にあたっては，育成を目指す資質・能力の3つの柱に沿って，児童生徒の達

成する姿を念頭に置いておく必要があるが，単元を進めていく中での児童生徒の変容

を予測した上で，単元に取り組む前から，具体的な個人目標を設定するということが

難しいという意見が多かった。また，1つの単元で資質・能力の3つの柱をバランスよ

く育成することは可能か，次の単元や他の指導形態等と関連付けながら，育成を目指

すべきではないか，などの意見も出された。 

こうした課題に対しては，児童生徒が学習に取り組む姿を，教師が丁寧に見取り，

「この単元において，○○の学習に取り組むことにより，Aさんは知識・技能として○

○の力を身に付けているのではないか。」，「Bさんの思考力・判断力・表現力を身に付

けている証として，〇〇な姿が見られた。」，「Cさんの〇〇の姿は学びに向かう力，人

間性等として評価できる。」と，考察していくことが，まずは必要であると考えた。 

そこで，今期研究では，単元の個人目標として設定するにあたっては中心的なもの

を各教科1つずつとし，評価は，3観点それぞれで記述することとし，また，いくつか

の単元にまたがって，あるいは教科横断的な指導の中で1つの目標を達成することも想

定し，その場合もそれが分かるように記入するようにした。 

その他，前様式と同様に，個人目標に対する評価として，「学びをつなぐ」ために重

要な項目である「今後に向けて」の欄を設けた。単元設定に対する評価としては，「単

元についての評価」の項目があるが，新様式では「単元についての気付き，意見，今

後に向けて」と項目名を変更し，引き続き，この単元が児童生徒の資質・能力を育成
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するのに適した単元であったかを考察するようにした。また，個人目標と評価の欄を

横並びにし，記入が一度で済む項目の配置とするなど，様式の改善を行った。 

 

 

中中学学部部数数学学 CC ググルルーーププ  数数学学科科単単元元計計画画  
        期間 10／30～12／23 9 時間 

        場所 中 1 教室 10:20～11:10 

        対象 1 年･･･2 年･･･3 年･･･ 

        指導者 T1◯◯ T2◯◯ T3◯◯ 

 

1．単元名「時計をよもう」（測定）    

 2．単元の目標 

○デジタル時計やアナログ時計の表し方を知る。 

○短針の指す場所と長針の指す場所を見て「◯時 30 分」や「◯時 15 分，◯時 45 分」

を読むことができる。 

○デジタル時計を見て「◯時○分」を読むことができる。 

○絵や「朝，給食（お昼ご飯）の前」，「夕方，夜，給食の後」などの言葉を手がか

りに「午前」「午後」を答えることができる。 

○自分から発表しようとしたり，電子黒板のクイズに興味をもって取り組もうと 

する。 

3．単元の計画 （全 9 時間）           

次 時 日時 学習内容 指導内容 

1 1 10／30 オリエンテーション 

①時計作り 

②◯◯先生の休日ク

イズ 

・日常生活の中で時刻を読むこ

と（小 3） 

・時刻の読み方（◯時 30 分）

（小 3） 

・時刻の読み方（デジタル時

計）（小 3） 

・時刻と生活とを結びつけて表

現すること（小 3） 

・時間の単位（午前，午後，

時，分）（小 3） 

2 2 

～ 

9 

11/4 

6，11 

13，27 

12/16 

①時計作り 

②◯◯先生の休日ク

イズ 

③プリント学習（時

計の読み方） 
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4．単元の個人目標（各教科・領域等） と評価     

生徒 個人目標 評価 今後に向けて 

○○ 

 

分の数字のヒントの入っ

た時計の図の，短針の

指す数字や長針の向き

を読み，○時・◯時 15

分･30 分･45 分を答える

ことができる。（小 3） 

ア 時計作りでは，時の数シールや分の数

シールを正しく貼って時計を作ること

ができた。 

イ 短針を数字に鉛筆でつなげて，間違わ

ず時刻を答えることができた。 

ウ 自分から作った時計をみんなに見せて

発表することができた。 

今後に向けて 

◯十◯分まで時刻を読む。 

ア「知識・技能」 イ「思考・判断・表現」 ウ「主体的に学習に取り組む態度」  

5．単元について気付き・意見・今後に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○ 短針や長針の指す数字を

読み，○時や○時 30 分

を答えることができ

る。 

（小 3） 

ア 時数のシールや分数のシールを正しく

貼って時計を作ることができた。 

イ 短針の針の位置が◯時の間にあること

が分かって時刻を正しく読むことがで

きた。 

ウ 自信がないのか自分から発表しようと

せず，教師に確認することが多かっ

た。 

今後に向けて 

自信をもてるよう来年度も行う。 

〔図－11 単元計画 記入例〕 

・「時計作り」については，作り方の順序も時計の理解のためには必要だった。教

師がして見せることの方が有効だった。 
・「◯◯先生の 1 日」の取り組みで，時計は自分たちの生活に身近なものであると

いうことには気付いてもらえた。 

・時計の読みが定着したら，「◯時◯分まで待とう。」や「◯時◯分までにやり遂げ

よう。」など時間感覚を働かせながら，自分の行動の調節することに役立ててほ

しい。 

・日常の他の場面でも時刻をたずねたりして時計に注目させる機会を増やしたり，

宿題として出したりする必要がある。           
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